
 令和 8年度水道事業会計当初予算の概要 

 

当初予算の状況  

安全で安心して飲める水道水をご家庭に送り届けるために必要な経費とその財源【税込】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水道管などの施設を建設・改良するために要した経費とその財源【税込】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

収  入  49 億 9787 万 8 千円 

（前年度に比べ 30.4％の減） 

支 出  87 億 2330 万 3 千円 

（前年度に比べ 23.6％の減） 

施設を建設・改良するための費用等 
71億 1719万 4千円 

他事業からの依頼による水道管移設負担金等  
2億 4037万 7千円 

人件費 14億 6519万 9千円 

収支差（赤字） ※3 
962 万 2 千円 

大阪広域水道企業団から 
水を買う費用 

71億 9246万 9千円 

施設の減価償却費等※2 
47億 8881万円 

施設の維持管理費や借入金の利息等 
38億 7026万 2千円 

水道管を引き込む際にいただく加入金 
3億 5922万 3千円 

利用者からの水道料金 
135億 6252万 2千円 

※1補助金等の収益化：水道管等の建設のために収入した補助金等のうち、 
当該施設の減価償却費に見合う額を収益として計上しています。 

※2減価償却費等：取得した財産が 1年間に減少した経済的価値を経費として算定したものです。 
※3収支差（赤字）：収入と支出の差であり、消費税及び地方消費税を除いた純損失は 
             5億 4959万 3千円となります。 
 

補助金等の収益化 ※1 11億 9582万 6千円

6,394円 

支 出  173 億 1674 万円 

（前年度に比べ 0.9％の増） 

収 入  173 億 711 万 8 千円 

（前年度に比べ 12.7％の減） 

 

内部留保資金※4 等  
37億 2542万 5千円 

施設を建設・改良する 
ための借入金 

43億 6870万円 

※4内部留保資金：減価償却費など現金支出を伴わない費用により生じた資金であり、 
その資金で不足を満たします。 

施設を建設・改良する際の借入金の元金返済 
16億 610万 9千円 

国庫補助金 2957万 8千円 

水道基本料金免除に係る一般会計繰入金等 
25億 4877万円 


